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要旨 

 養護教諭は，学校教育法に基づき，幼稚園や学校の保健室で児童・生徒の養護をつかさ

どっているが，多くの学校では一人職であるため（文部科学省，2017），緊急対応で専

門的判断に迫られる場面において，校内に同じ立場で助言や指導をしてくれる同僚がいな

いことにより，現場の実態に合わせた専門研修ができにくい現状がある。特に，小学校で

は保健室来室者の約 6 割，中学校では約 5 割に救急処置を行い，必要に応じて医療機関へ

の搬送を行っている（学校保健会，2024）。   

近年では，配慮が必要な疾患やアレルギーを持つ児童生徒への対応・保健室登校への

対応など，個別の関わりが求められる場面が増え，保健室というひとつの限られた空間で，

個々の子どもに合わせた対応を同時に行いながら，事務的な仕事をこなす必要があり（日

本学校保健会,2024），職務が多忙化している状況下で，十分な研修の機会が少ないこと

が問題として挙げられる。  

養護教諭は他の女性専門職や一般女性教諭に比べて抑うつレベルが高く（武田,2010）, 

職務困難感として「多忙さ・仕事の量の多さ」「教職員との連携・人間関係の問題」「仕

事のあいまいさ・多岐さ」「不登校・特別支援への対応」の 4 項目が挙げられた（宮

慶,2024）。中澤・朝倉（2016）は，抑うつ度との関連ストレッサーとして「ワーク・ラ

イフ・バランスに影響する仕事の負担」を指摘している。しかし，ワーク・エンゲージメ

ントや職務満足がバーンアウトを減らし精神的健康の向上につながる（籠谷，2017）。 

養護教諭は，上司や担任からのサポートは仕事満足感への単独効果を認めない一方で，

他校の養護教諭からのサポートは仕事満足感に効果を持ち（武田,2010），養護教諭に効

果的なリフレクションは自己安定感や職務の価値の実感を得ること，そのための仲間やメ

ンターが重要であるとした（平川,2010）。 

 強みの活用感は幸福感を高める効果があり（森本,2015），強みの認識・注目・活用介

入は，生活満足度と抑うつ症状の両方に対して有効である（阿部,2021）と示されている。

また，宮崎（2023）は，強みを探して活かす心理教育を受けることで，より快適さを感

じ，より健全な闘争心が強くなったとしている。強みの活用は，ひとり職の養護教諭自身

が持つ力に焦点を当てることができると考えられる。 

 ピアコーチングは，米国において 1980 年代から提唱されている教員研修のひとつであ

る。Pamela Jewett（2012）の先行研究では，教師がピアコーチングの関係を築き始め

ると，パートナーシップが生まれ相互の目標に協力することができ，相互関係が構築され

るとともに，日常的な実践や組織レベルに肯定的な影響を与え，感情的なレベルでも個人

に恩恵をもたらすとした。さらに，Jacqueline・Lee（2017）は，ピアコーチングが教

師の日々の実践に大きな影響を与え，教育実践に関する認識や実践の発展に寄与するとし

た。ピアコーチングは，教師の専門的成長と協力を促進するプロセスであり（Murray，

1983)，ピアコーチング実施後の教師は, 新しいやり方を試したり生徒への新しい考え方

を取り入れたりして士気が高まった（Jennifer M. Jones，2020）。 

Peer な関係性の中で支え合う関係性が築ければ，ピアコーチングは養護教諭にとって

の効果的な支援策となる可能性が考えられる。 

 

 



 

２ 

 

これらの知見を基に，ポジティブ心理学の観点から，一校に一人の養護教諭が持つ力

（強み）に着目して，ピアコーチングを通じて，他校の養護教諭と対等な仲間としてサポ

ートし合う環境を整えることで，強みを意識した執務の実践と振り返りが行われ，養護教

諭の仕事満足感や精神的健康（レジリエンス）が向上することが期待できると考え，その

効果を検討した。 

 研究調査は，20 代から 60 代の女性養護教諭とし，介入群として（一社）ハートマッス

ルトレーニングジムのコミュニティ内の養護教諭 35 名を層化無作為抽出して，3 人 1 組

のグループにてピアコーチングを実施した。介入手続きは，事前説明を 1 回とピアコーチ

ングをグループごとに 3 回実施し，質問紙調査として，プレ・ポスト・フォローの 3 回に

おいて，尺度と記述アンケートを用いて行った。統制群は，介入群のプレ・ポスト・フォ

ロー調査のタイミングに合わせて，A 県 A 市内養護教諭 30 名に依頼し実施した。 

使用尺度は，薬師寺（2021）による養護教諭職務負担感尺度（3 因子 29 項目，5 件

法），阿部他（2022）による養護教諭レジリエンス尺度（5 因子 20 項目，5 件法），高

橋他（2015）による日本語版強み認識尺度と日本語版強み活用感尺度，石川他（2016）

による EQ 尺度（4 因子 16 項目，5 件法）とピアコーチング前後に坂入ら（2003）によ

る二次元気分尺度を用いた。 

 研究実践にあたっては，桜美林大学倫理審査委員会の承認（審査番号：24006）を得た

後に実施し，協力者の人権を侵さない配慮をした。 

その結果，強みの認識と活用ならびに仕事への活用が高まり，強みの認識については

時間が経過しても効果が維持されていた。それによって，養護教諭の負担感尺度，EQ 尺

度，養護教諭レジリエンス尺度,強み認識尺度，強み活用感尺度の下位尺度において有意

な結果が示され，中程度から大きな変化量が確認された。強みオリジナル質問や，介入前

後の二次元気分尺度においても，有意な変化が確認された。 

本研究を通じて，ピアコーチングは養護教諭の職務負担感を軽減し，自己肯定感を向

上させ，レジリエンスや職務満足の向上とバーンアウトの予防に大きく寄与する有効なア

プローチであることが示された。また，強みの認識と活用の促進は，仕事に対する意欲を

高め，困難な状況に対処する能力を向上させる効果が確認された。強みを活かすことは，

養護教諭に幅広い心理的及び職務上の効果をもたらす有効な手段であり，職務満足感や心

理的健康の向上に寄与することが確認された。さらに，感情認知能力の向上は，養護教諭

がより効果的なコミュニケーションを行ない，児童生徒や同僚との関係を良好に保つこと

ができる可能性が示唆された。 

最も取り組みやすいであろう勤務地区内でのピアコーチングは，年代や経験年数に関

係なく相互の関わり合いが深まるネットワークの拡大が期待でき，世代間交流を図ること

でのキャリアプランにもつながると考えられる。中澤・朝倉（2016）は，ネットワーク

の差は精神的報酬を高める関連にあり，精神的報酬が高まることで抑うつが軽減される道

筋を示唆した。ピアコーチングの実施により，養護教諭同士のサポートネットワークが強

化され，職務に対する孤立感が軽減し，精神的な支えを得ることが可能になると考えられ

る。ピアコーチングのプログラム内容によっては，養護教諭の力量形成に寄与し，ピアコ

ーチングやコーチングに理解のある養護教諭が各地区に導入される可能性に期待したい。 

昇格はうまく行かないであろう。
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